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　 第一回　はじめに・高齢者問題の現状と熟成した高齢者像
Ⅰ．適切な言葉を下の文章にはめてください。　　　　　　　　　２０点
　１．豊かな老年を支える三本柱は□□と□□と□□□□      といわれていますが、教会が主体的にかかわるべきものは
      □□□□と考えられます。
  ２．教会の使命は高齢者に□□による□□□□を与え、□
　　　への□□を取り除き、高齢者を□の□□から支えていくこ　　　とにあります。
Ⅱ．次の文章のうち、正しいと思うものを○で囲んでください。　２０点
　１．高齢者伝道には難しい面があるので、誰にでもできることではない。
　２．高齢者伝道には難しい面もあるが、聖霊の助けがあるので誰にでもで　　　きる。
　３．高齢者伝道は、それに重荷を持つ人々に任せておけばよい。
　４．高齢者伝道は教会全体で取り組んで行くべき課題である。
　５．高齢者伝道には、方法論も大切だが、取り組む姿勢も大切である。
　６．高齢者伝道の方法論さえ確立していれば心配ない。
　７．高齢者伝道とは、高齢者のために一生懸命何かをすることである。
　８．高齢者伝道とは、高齢者を十字架を通して神の家族に迎えて入れ、共　　　に生きることである。
Ⅰ．□の中に適切な言葉を入れ、文章を完結してください。　　　３０点
　１．伝道の基本は□□の□□に立つことであるとしたならば、高　　　齢者への伝道には、□□□□□が「老い」をどうとらえ、　　　どう「老い」を□□□□□□、その□□を見据える　　　べきです。
　２．高齢者の「□□」に何かをするという□□□や□□、
　　　□□□□がましい□□は、あまり望ましくありません。
Ⅱ．現実からの遊離した、独善的な高齢者伝道とはどういうもの について  、
か
　　簡単に述べてください。                                    ３０点
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　　第二回  聖書の高齢者観
祝福された高齢者の例などをみましたが、あなた自身の「このようであり
たい」という未来像と、そのための今日の生き方について簡単に記してく
ださい。
ワーク ブック
	教会名
氏　名                                   年　　月　　日
	 採点
      点


　　第三回  高齢者伝道の実際
あなた個人、または教会の現実的な高齢者伝道への取り組みについて、あなたの考えを簡単にまとめてください。

